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リエゾンとは

災害対策現地情報連絡員といわれ、自
治体のニーズを把握し、県など様々な
支援機関との調整を行う。

９. 避難所での様子９. 避難所での様子 １. 災害対策本部設置訓練１. 災害対策本部設置訓練２. 情報収集訓練２. 情報収集訓練３. リエゾン派遣訓練３. リエゾン派遣訓練10. 避難者移送訓練10. 避難者移送訓練

11. 炊き出し・食料配布訓練11. 炊き出し・食料配布訓練

４. 避難訓練４. 避難訓練

５. 避難行動要支援者避難訓練５. 避難行動要支援者避難訓練

７. 避難者割振訓練（福祉避難所への移送）７. 避難者割振訓練（福祉避難所への移送）

８. 車両避難者対応訓練８. 車両避難者対応訓練

６. 避難者受入訓練６. 避難者受入訓練

《
訓
練
の
想
定
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
し
な
い
状
況
下
に
お
い

て
、
台
風
に
よ
る
大
雨
や
地
震
が

発
生
し
、
西
会
津
町
内
に
土
砂
崩

れ
や
倒
壊
家
屋
等
の
被
害
が
発
生

し
た
。

　

町
で
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
災
害
応
急
対
策
を
開
始
、
関

係
機
関
の
応
援
を
得
な
が
ら
情
報

の
収
集
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難

所
の
開
設
等
を
開
始
し
た
。

《
訓
練
の
様
子
》

　

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練
な
ど

の
屋
内
で
の
訓
練
で
は
、
町
長
や

町
職
員
が
災
害
応
急
対
策
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
福
島
県
や
東
北

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
か
ら
派
遣

さ
れ
た
リ
エ
ゾ
ン
（
情
報
連
絡

員
）
に
物
資
を
要
請
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
状
況
の
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
訓
練
で

は
、
一
般
の
避
難
者
の
ほ
か
に
、

避
難
行
動
要
支
援
者
（
災
害
時
に

自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
）
の
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
民
生
児
童
委
員
や
町

消
防
団
員
が
介
助
を
行
い
な
が
ら

避
難
所
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
避
難
ス
ペ
ー
ス

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
町
職
員
が

防
護
服
や
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
、
手
袋
を
着
用
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
配

慮
し
た
避
難
所
の
運
営
を
行
い
ま

し
た
。
避
難
所
生
活
が
困
難
な
避

難
行
動
要
支
援
者
の
福
祉
避
難
所

（
憩
の
森
な
ど
）
へ
の
移
送
や
、

町
公
民
館
に
避
難
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
濃
厚

接
触
者
の
医
療
機
関
へ
の
移
送
な

ど
、
本
番
さ
な
が
ら
に
万
一
に
備

え
た
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

会
津
地
方
防
災
訓
練
並
び

に
西
会
津
町
総
合
防
災

訓
練
が
、
９
月
６
日
に
町
役
場

周
辺
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、

関
係
者
の
み
で
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
が
、
当
日
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
生
中
継
を
行
い
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
訓
練
の
様
子

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　コロナ 禍の災害に備える。
  － 会津地方防災  訓練並びに西会津町総合防災訓練を実施しました －
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 □貴重品  □ヘルメット、
 　防災
 　ずきん

 □ビニールシート  □生理用品  □粉ミルク、
 　ほ乳瓶、
 　離乳食

 □懐中電灯  □筆記用具  □ティッシュ  □非常食  □マスク

 □厚手の手袋
 　（軍手）

 □救急箱  □飲料水  □アルコール消毒
 　液、除菌シート

 □予備の電池、
 　バッテリー

 □毛布・タオル  □持病の薬  □衣料品  □体温計

懐中電灯

ー

記用具

手袋 箱

常食

菌シーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ ト
 □携帯ラジオ

　

近
年
、
全
国
各
地
で
毎
年
の
よ

う
に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
昨
年
の
台
風
19
号
で
は
西
会

津
町
の
一
部
で
も
道
路
や
田
畑
が

冠
水
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

地
震
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

は
、
時
と
し
て
、
想
像
を
超
え
る

力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
防
災
対
策

に
は
、
自
分
自
身
や
家
族
で
備
え

る
「
自
助
」、
地
域
で
助
け
合
う

「
共
助
」、
行
政
が
行
う
「
公
助
」

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ら
が
互
い
に
連
携
し
一

体
と
な
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小

限
に
す
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
自
分
の
身
の

安
全
を
守
る
た
め
に
一
人
一
人
が

取
り
組
む
「
自
助
」
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
も
取
り
組
め
る
防
災
対
策

と
し
て
、
下
記
の
こ
と
に
つ
い
て

確
認
し
、
災
害
に
備
え
る
意
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

 非常用持出し品の確認  日用品など　　 乳幼児がいる家庭

 感染症対策

 避難所・経路の確認  家族の連絡先の確認 
◆西会津町ハザードマップを活用し、避難所の

　場所を確認しましょう。また、土砂災害警戒

　区域などの地域の危険箇所を把握しておきま

　しょう。

◆避難経路は複数決めておき、一度家族全員で

　歩いて下見をしておきましょう。

◀町ホームページから西会津町

ハザードマップを確認できます

◆家族や、その職場または学校の所在地と電話

　番号について確認しておきましょう。また、

　親戚や友人などの非常時の連絡先についても

　確認しておきましょう。

◆確認した連絡先は、メモに残し保管しておき

　ましょう。

◆災害伝言ダイヤル「１７１」や災害用伝言板

　など、緊急時の連絡方法を確認し、その使い

　方を知っておきましょう。

◆家族で災害時に必要なものがそろっているか、その保管場所がどこかを確認しましょう。

◆飲料水や非常食は定期的に消費と買い足しを行い、懐中電灯やラジオも正常に動作するか確認

　しましょう。

警戒レベル とるべき行動 情報

警戒レベル

５
既に災害が発生している状況
 命を守るための最善の行動をとる

 災害発生情報
　（西会津町が発令）

警戒レベル

４ 全員速やかに安全な場所へ避難する
 避難勧告、避難指示（緊急）
　（西会津町が発令）

警戒レベル

３
避難に時間を要する人（高齢者など）は避難する
 その他の人は避難の準備を整える

 避難準備・高齢者等避難開始
　（西会津町が発令）

警戒レベル

２
 ハザードマップなどにより自らの避難行動を
 確認する

 洪水注意報、大雨注意報等
　（気象庁が発表）

警戒レベル

１  災害への心構えを高める
 早期注意情報
　（気象庁が発表）

※ 2020 年９月時点。

※気象庁等が発表する防災気象情報のほか、町が様々な情報を踏まえ避難情報を発令するため、同じ警戒
　レベルの防災気象情報と避難情報が必ずしも同じタイミングで出るとは限りません。

　

平
成
31
年
３
月
に
「
避
難
勧
告

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
内

閣
府
）
が
改
定
さ
れ
、住
民
は
「
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
意
識
を

持
ち
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動

を
と
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
自
治
体

や
気
象
庁
な
ど
か
ら
発
表
さ
れ
る

防
災
情
報
を
用
い
て
、
住
民
が
と

る
べ
き
行
動
を
直
感
的
に
理
解
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
５
段
階
に
区

分
し
た
警
戒
レ
ベ
ル
を
町
が
提
供

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
図
表

参
照
）。

　

警
戒
レ
ベ
ル
「
３
」
が
発
令
さ

れ
た
ら
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
や
そ

の
支
援
者
は
危
険
な
場
所
か
ら
避

難
し
、
そ
れ
以
外
の
人
は
避
難
の

準
備
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
警
戒

レ
ベ
ル
「
４
」
が
発
令
さ
れ
た
ら
、

対
象
と
な
る
地
域
の
人
は
危
険
な

場
所
か
ら
全
員
避
難
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
、
適
切
な
行
動

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

図表  警戒レベル一覧

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

状
況
下
の
避
難
行
動
に
お
い
て
、

避
難
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
必
ず

し
も
最
善
の
選
択
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
災
害
状
況
に
応
じ
て
、
次
の

よ
う
に
自
分
が
と
る
べ
き
行
動
を

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

◆
避
難
所
が
密
集
状
態
に
な
る
こ

　

と
を
避
け
る
た
め
、
安
全
な
所

　

に
あ
る
親
戚
・
知
人
宅
へ
の
避

　

難
を
検
討
す
る
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

　

自
宅
で
安
全
を
確
保
で
き
る
場

　

合
は
在
宅
避
難
を
検
討
す
る
。

◆
避
難
所
へ
避
難
す
る
場
合
は
、

　

マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
が
不
足

　

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

　

自
ら
携
行
す
る
よ
う
心
が
け
る
。

◆
や
む
を
得
ず
車
中
を
避
難
先
と

　

す
る
場
合
に
は
、
明
る
い
時
間

　

帯
に
浸
水
し
な
い
安
全
な
場
所

　

へ
移
動
す
る
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

知
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

避
難

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
家
族
や
親
戚
、

友
人
と
避
難
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

災家
庭
で
の
防
災
対
策
を

確
認
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町からのお知らせ ニュース＆

お気軽に相談ください

秋の行政相談・人権相談を行います秋の行政相談・人権相談を行います
　10月 19日から 25日は「行政相談週間」です。町では、

特設行政相談所を開設し、役所や特殊法人などの仕事に

対する苦情や意見、要望を受け付け、解決のお手伝いを

します。

　また、併せて特設人権相談所を開設し、人権問題に関

する相談などに応じます。相談は無料で秘密は堅く守ら

れます。なお、相談にお越しの際はマスク着用のご協力

をお願いします。

◆行政相談委員　田崎宗作さん（小杉山）
◆人権擁護委員　長谷川孝志さん（森野）、嶋田純子さ
　　　　　　　　ん（下野尻）、長谷川成博さん（梨平）

◎ 10 月 14 日（水）10 月 14 日（水）
午前９時 30 分～正午　新郷連絡所午前９時 30 分～正午　新郷連絡所

　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

◎ 10 月 15 日（木）
　午前９時 30 分～正午　保健センター

　午後１時～３時 30 分　町公民館

〈問い合わせ先〉
（行政相談）総務課 行政管理係　☎ 45―2211
（人権相談）町民税務課 町民生活係　☎ 45―2215

東北に河津桜を !!『伊豆から桜プロジェクト』

静岡県南伊豆町が「菜の花」の種を寄贈静岡県南伊豆町が「菜の花」の種を寄贈
　静岡県南伊豆町の皆さんが中心となり東日本大震災か

らの復興支援を目的に始まった本プロジェクトでは、「に

しあいづ花見山」に平成 25 年から 27 年にかけて合計

130 本の河津桜の苗木を植樹しました。

　南伊豆町の皆さんは 9 月５日から８日の４日間の日

程で、これまで植樹した河津桜の成長の確認や、南伊豆

の菜の花の種を寄贈するため、本町をはじめ南相馬市小

高区や相馬市、福島市の花見山公園などを訪問しまし

た。西会津町には７日に来町し、にしあいづ花見山に植

樹した河津桜の様子を見た後、町役場を訪れ、南伊豆の

菜の花の種を薄町長に贈りました。

自身２冊目の郷土史を出版

長谷沼清𠮷さん 著書を寄贈長谷沼清𠮷さん 著書を寄贈
　８月 18 日、長谷沼清𠮷さんが町役場を訪れ、自身が執

筆した「続 近世 山村の暮らし 併長谷沼勉氏秘蔵写真集」

を寄贈しました。

　本著では、越後裏街道や新郷地区での戊辰

戦争などについて、2016 年に出版した初刊

より詳しく描かれており、副題にもある長谷

沼勉さん宅で所蔵していた明治中期から昭和

初期の貴重な写真の一部も掲載されています。

満 100 歳を迎えた佐藤月子さん（写真中央）満 100 歳を迎えた佐藤月子さん（写真中央）

（写真提供：西会津高校）（写真提供：西会津高校）

（写真提供：西会津高校）（写真提供：西会津高校）

満 100 歳を迎えた鈴木チヨさん（写真中央）満 100 歳を迎えた鈴木チヨさん（写真中央）

西会津町ゲートボール協会が高校生に指導

西高でゲートボールの授業西高でゲートボールの授業
　８月から９月にかけて、西会津高校の体育の授業で
ゲートボールが行われました。外部講師に西会津町
ゲートボール協会の皆さんを迎え、学年ごとに４回の
授業を実施しました。この取り組みは今回で２回目
で、「あ、思い出してきた！」とルールを思い出し、
理解を新たにする生徒もいました。残暑の厳しい日も
ありましたが、協会の皆さんの楽しい指導で思い出深
い授業になりました。

町の百歳以上の高齢者は 11人に

新たに百歳を迎えた２人へ長寿を祝い賀寿贈呈新たに百歳を迎えた２人へ長寿を祝い賀寿贈呈

久しぶりの大会で卓球部が練習の成果を発揮

西高卓球部が全会津大会で健闘西高卓球部が全会津大会で健闘
　８月 29 日に全会津秋季卓球選手権大会兼全日本卓
球選手権会津地区予選があいづ総合体育館で開催さ
れ、西会津高校卓球部から男子部員３名が出場しまし
た。結果は橋谷田雅行さんが県大会出場推薦枠を手に
入れ、１か月後に行われる県大会出場の切符を得まし
た。他の部員も予選リーグで１勝１敗の成績を残し、
県大会出場まであと一歩まで迫りました。今後の西高
卓球部の活躍に注目です。

　８月 17 日に佐藤月子さん（上小島）が満 100
歳を迎え、賀寿贈呈式が行われました。式では町
や町老人クラブ連合会などから賀寿が贈られたほ
か、親族や入所施設からも花束が贈られました。
　長生きの秘訣は「野菜を多く摂り、バランスの
良い食事を食べること」とのことです。

　また、９月 10 日には鈴木チヨさん（４町内）
が満 100 歳を迎え、鈴木さんの自宅で賀寿贈呈
式が行われました。式では、町や町老人クラブ連
合会、親族らから賀寿や記念品が贈られました。
　長生きの秘訣は、「冷たい水が好きで、水分を
よく摂ること」とのことです。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

トゥジュール西会津（９月９日 撮影）トゥジュール西会津（９月９日 撮影）

設置された電気柵設置された電気柵

　

９
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
２
年
第
８
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
令
和
元
年

度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
29

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可

決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
29
件
を
審
議

９
月
町
議
会
定
例
会
報
告

可
決
さ
れ
た
議
案

◆  

町
中
小
企
業
融
資
制
度
資
金
利

子
補
給
基
金
条
例
の
制
定
＝
中

小
企
業
融
資
制
度
資
金
利
子
補

給
補
助
金
の
次
年
度
以
降
の
財

源
確
保
に
向
け
、
基
金
を
創
設

す
る
た
め
制
定

◆ 

町
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
条
例
の
制
定
＝
同
施
設
の

名
称
、
位
置
お
よ
び
管
理
に
関

し
て
定
め
る
た
め
の
制
定

◆ 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
＝
令
和

２
年
度
税
制
改
正
に
伴
う
た
ば

こ
税
に
係
る
所
要
の
改
正

◆ 

町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
＝
法
改
正
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
に
よ

る
所
要
の
改
正

◆ 

令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
（
一

般
会
計
ほ
か
）

◆  

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
次
）
＝
普
通
地
方
交

付
税
の
決
定
お
よ
び
令
和
元
年

度
繰
越
金
の
確
定
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
留

保
分
で
実
施
す
る
事
業
な
ど

４
億
３
７
３
７
万
６
千
円
を
増

額
◆  

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
次
）
＝
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
に

つ
い
て
、
町
の
助
成
対
象
外
で

あ
っ
た
19
歳
か
ら
64
歳
の
人
に

対
し
て
接
種
費
用
の
一
部
を
助

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

町
の
対
応 

―
―

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
す

る
二
度
の
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
、
マ
ス
ク
や
ハ

ン
ド
ソ
ー
プ
の
配
布
、
診
療
所
・

町
内
福
祉
施
設
や
小
中
学
校
で
の

衛
生
用
品
の
確
保
や
施
設
整
備
な

ど
の
「
感
染
拡
大
の
防
止
」、
特

別
定
額
給
付
金
の
支
給
や
国
保

税
・
国
民
年
金
な
ど
の
社
会
保
険

料
等
の
減
免
又
は
猶
予
、
子
育

て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の

支
援
な
ど
の
「
生
活
支
援
」、
企

業
や
事
業
者
へ
の
国
や
県
等
の
支

援
に
合
わ
せ
た
町
独
自
の
感
染
拡

大
防
止
協
力
金
の
支
給
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
る
農
業
者
へ
の
支

援
、
消
費
応
援
商
品
券
の
配
布
な

ど
の
「
経
済
活
動
の
回
復
」、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
関
連
の
推
進
な
ど
各
分
野
に

お
い
て
最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

若
者
向
け
住
宅
整
備
事
業 

―
―

　

若
者
向
け
住
宅
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
建
物
関
係
の
工
事
が
ほ

ぼ
完
了
し
、
現
在
は
外
構
工
事
を

進
め
て
お
り
、
予
定
通
り
９
月
中

に
完
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、本
住
宅
の
名
称
は「
ト
ゥ

ジ
ュ
ー
ル
西
会
津
」
に
決
定
し
ま

し
た
。「
ト
ゥ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
は

「
ず
っ
と
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン

ス
語
で
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
町

の
将
来
像
の
フ
レ
ー
ズ
「
ず
ー
っ

と
西
会
津
」で
表
す
よ
う
に
、ず
っ

と
こ
の
町
に
住
ん
で
欲
し
い
と
い

う
想
い
を
込
め
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
入
居
開
始
予
定
日

を
10
月
14
日
と
し
、
入
居
者
の
募

集
お
よ
び
選
考
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
居
に
先
立
っ
て
10

月
上
旬
に
は
内
覧
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
へ
の
取
り

組
み 

―
―

　

８
月
31
日
現
在
、
９
６
７

件
、
３
２
４
９
万
７
千
円
の

寄
付
を
受
け
、
昨
年
の
同
時

期
と
比
較
し
て
、
８
０
５
件
、

３
０
２
２
万
５
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
弁
当

支
給
事
業 

―
―

　

本
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
不
要

不
急
の
外
出
制
限
な
ど
で
在
宅
で

過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ
た
80
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
お
よ
び
高
齢

者
の
み
世
帯
の
見
守
り
対
策
と
し

て
、
弁
当
の
配
達
時
に
民
生
児
童

委
員
な
ど
が
健
康
状
態
の
確
認
や

困
り
ご
と
相
談
を
行
い
、
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
の
早
期
発
見
と
地

域
課
題
の
把
握
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
弁
当
を
町
内
飲

食
店
か
ら
調
達
す
る
こ
と
で
、
地

域
経
済
の
下
支
え
を
兼
ね
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
６
月
18

日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
に
計
５

回
、
１
回
平
均
２
６
６
食
、
合
計

で
１
８
３
４
食
の
弁
当
を
町
内
７

つ
の
飲
食
店
か
ら
調
達
し
、
聞
き

取
り
か
ら
配
達
ま
で
42
名
の
民
生

児
童
委
員
と
２
名
の
福
祉
協
力
員

に
担
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

企
業
訪
問
の
取
り
組
み 

―
―

　

８
月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
や
町
へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い

て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町

内
15
の
企
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
業
訪
問
を
踏
ま
え
、

今
後
は
、
町
の
経
済
活
性
化
と
元

気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
企
業
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
35
回
西
会
津
の
文
化
と
産
業
祭

（
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
）
の

中
止 

―
―

　

今
年
度
の
西
会
津
の
文
化
と
産

業
祭
は
、
先
に
開
催
し
た
西
会
津

町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会
実

行
委
員
会
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
、
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

町
内
に
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
、

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
代
替
え
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
各
種
作
品
を
展
示
す

る
「
町
民
作
品
展
」、
旬
の
野
菜

や
キ
ノ
コ
な
ど
を
販
売
す
る
「
農

林
産
物
即
売
所
」、
日
本
を
代
表

す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
皆
さ
ん
が

絵
付
け
し
た
赤
べ
こ
を
展
示
す
る

「
赤
べ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
」
な

ど
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た

上
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

農
林
産
物
の
生
育
状
況 

―
―

　

本
町
で
は
、
７
月
の
降
水
量
が

平
年
と
比
べ
約
２
・
６
倍
、
日
照

時
間
が
約
３
分
の
１
と
な
る
異
常

気
象
に
見
ま
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

影
響
に
よ
り
、
園
芸
作
物
や
水
稲

の
生
育
不
良
、
病
害
虫
の
発
生
に

よ
る
生
産
量
の
減
少
、
品
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町

で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
営

農
情
報
の
提
供
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
８
月
の
梅
雨
明
け
以
降
は
天

候
が
回
復
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

引
き
続
き
、
生
育
状
況
や
病
害
虫

の
影
響
、
台
風
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策 

―
―

　

今
年
度
の
取
組
み
状
況
で
す

が
、
電
気
柵
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
９
月
３
日
現
在
で
、
個
人
20

件
、
団
体
８
件
の
設
置
に
対
し
て

町
よ
り
助
成
を
行
い
、
合
計
で
延

長
約
16
㌔
の
電
気
柵
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
共
生
林
の
整
備
と

し
て
、
宮
野
地
区
お
よ
び
新
村
地

区
で
間
伐
事
業
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。

　

さ
ら
に
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に

つ
い
て
は
、
９
月
３
日
現
在
、
イ

ノ
シ
シ
21
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
26

頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
43
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
わ

な
免
許
取
得
費
用
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
８
月
の
免
許
試
験
に
お

い
て
町
民
の
皆
さ
ん
11
名
が
合
格

し
、
今
後
の
試
験
に
お
い
て
も
多

く
の
人
が
受
験
予
定
で
あ
る
な

ど
、
捕
獲
の
体
制
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

急
激
に
拡
大
す
る
イ
ノ
シ
シ
被

害
を
受
け
、
今
後
の
被
害
防
止
対

策
に
活
か
す
た
め
、
専
門
事
業
者

に
よ
る
集
落
で
の
被
害
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
電
気

柵
の
設
置
を
始
め
と
し
た
「
被
害

防
除
」、
集
落
周
辺
の
間
伐
な
ど

を
実
施
す
る
「
環
境
整
備
」、
わ

な
や
銃
器
を
使
っ
て
加
害
個
体
を

駆
除
す
る
「
捕
獲
」
の
３
つ
の
対

策
を
複
合
的
か
つ
効
果
的
に
組
み

合
わ
せ
、
強
力
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

成
す
る
た
め
、
４
５
７
万
円
を

増
額

◆ 
令
和
２
年
度
特
別
会
計
等
補
正

予
算
＝
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
ほ
か

◆ 

町
特
別
功
労
表
彰
者
の
決
定
へ

の
同
意
＝
宮
澤
秀
夫
さ
ん
（
小

屋
）
の
決
定
に
同
意

◆ 

財
産
の
取
得
＝
町
民
バ
ス
お
よ

び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
、
野

沢
体
育
館
用
冷
暖
房
装
置

◆  

町
道
の
認
定
＝
若
者
向
け
住
宅

の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
、
新
た

に
町
道
原
町
北
４
号
線
を
認
定

◆ 

町
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
＝
社
会
福
祉
法
人
に

し
あ
い
づ
福
祉
会

◆ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
へ
の

同
意
＝
平
野
マ
チ
子
さ
ん
（
上

野
尻
）、
矢
部
佳
宏
さ
ん
（
中

ノ
沢
）
の
任
命
に
同
意
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

薄町長から目録を受け取る鈴木明子さん薄町長から目録を受け取る鈴木明子さん

薄町長に届けられたビデオメッセージ薄町長に届けられたビデオメッセージ

受賞報告に訪れた須藤代表取締役（写真中央）受賞報告に訪れた須藤代表取締役（写真中央）

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　令和３年版・町民健康カレンダーに掲載する写真を

募集しています。ぜひ応募ください。

◆募集する写真のテーマ
『次世代に遺

のこ

したい風景』

　次世代にいつまでも引き継いでいきたい、町の誇る

べき自然や歴史、文化、風習、ものづくりなど、ジャ

ンルは問いません。

◆募集する写真
◎町内で撮影された写真で、カラー、モノクロは問い

　ません。

◎デジタルカメラや携帯電話、スマートフォンなどで

　撮影した JPEG データ（３MB未満）、または、すで

　に現像、プリントした写真（２L判以上）。

あなたの写真を載せてみませんか？

町民健康カレンダーの写真を募集します町民健康カレンダーの写真を募集します！！

◆応募方法
◎町役場・総務課総務係または奥川支所まで、写真に

　「住所」「氏名」「連絡先」「写真のタイトル」「撮影場所」

　「簡単な説明書き」を添え、メールまたは郵送で送

　付するか、直接持参してください。

◎応募は１人４点以内とします。

◆申込締め切り
　令和２年 10 月 12 日（月）まで

〈問い合わせ先〉
　町役場　奥川支所　☎ 49―2001

　〒 969-4734  奥川大字飯里字上ノ原 37 番地 1

✉okugawa@town.nishiaizu.fukushima.jp

コロナ禍で頑張る町出身の学生を応援

「ふるさと西会津」頑張る学生応援給付金を贈呈「ふるさと西会津」頑張る学生応援給付金を贈呈
　町では、新型コロナウイルス感染拡大により日常の活動

が制限され、学業の継続が困難になることが見込まれる学

生を応援するため、大学などに通う町出身の学生を対象に

一人あたり 10 万円の給付金を支給しています。

　８月 31 日、８月中に申請のあった 19 人に第１回目の支

給を行い、学生を代表して鈴木颯
そう

太
た

さんに給付金が贈呈さ

れ、母の明子さんが代理で薄町長より目録を受け取りまし

た。颯太さんは「西会津のために勉強を一生懸命頑張ります」

とビデオメッセージを送り、薄町長へ感謝の気持ちを伝え

ました。

　なお、この給付金は11月末まで申請を受け付けています。

詳しくは町ホームページを確認するか、

下記までお問い合わせください。

　〈申請・問い合わせ先〉
　　企画情報課　☎ 45―4536 町ホームページ

芸術担当が新たに着任

地域おこし協力隊辞令交付式地域おこし協力隊辞令交付式
　芸術担当の地域おこし協力隊として新たに着任した西

にし

尾
お

佳
か

那
な

さん（神奈川県出身）の辞令交付式が、町役場で９月

１日に行われました。

　西尾さんは、西会津国際芸術村を拠点に、芸術を通して

地域・社会問題に対して考え実践できる場をつくる活動な

どを行っていく予定です。

富士ソフト企画㈱が受賞報告に来庁

西会津しいたけファーム ５年連続金賞受賞西会津しいたけファーム ５年連続金賞受賞
　全国で 2,000 人以上の生産者が加盟する「全国サンマッ

シュ生産協議会」が主催の品評会において、富士ソフト企

画株式会社・西会津しいたけファームが出品した菌床シイ

タケが５年連続の金賞を受賞しました。８月７日、富士ソ

フト企画株式会社の須藤勝代表取締役らが町役場を訪れ、

薄町長に受賞を報告しました。

　本大会は国内最大級の規模を誇り、今年は約 1,000 点

の出品があった中での５年連続の金賞受賞となり、町内産

菌床シイタケの質の高さのアピールとなりました。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課　情報政策係　☎４５－４５３６
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お知らせ
INFORMATION

◆
西
会
津
の
昔
語
り

　

出
演
…
西
会
津
語
り
の
会

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

　

隊
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
農
林
業
番
組

　

営
農
指
導
や
各
種
情
報
、
取
り

組
み
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

10
月
の
放
送
案
内

　

町
で
は
、
不
妊
症
ま
た
は
不
育

症
で
悩
む
夫
婦
に
対
し
、
検
査
や

治
療
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
妊
症
、
不
育
症
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
の
検
査

や
治
療
を
受
け
る
夫
ま
た
は
妻
で

あ
り
、
次
に
該
当
す
る
人

◎
法
律
上
、
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

　

婦
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

　

町
内
に
住
所
が
あ
る

◎
申
請
日
に
申
請
者
が
属
す
る
世

　

帯
で
町
税
等
に
滞
納
が
な
い

◎
医
師
か
ら
不
妊
症
ま
た
は
不
育

　

症
と
診
断
さ
れ
た

◆
助
成
金

不
妊
症
に
対
し
て

◎
検
査
費
用
は
自
己
負
担
額
に
相

　

当
す
る
額
の
全
額
を
助
成

◎
治
療
費
用
は
継
続
し
た
１
回
の

　

治
療
で
10
万
円
ま
で
。
合
計
で

こ
う
の
と
り

サ
ポ
ー
ト
事
業

（
不
妊
・
不
育
治
療

助
成
）
の
お
知
ら
せ

10
回
助
成
。

不
育
症
に
対
し
て

◎
継
続
し
た
１
回
の
妊
娠
期
間
で

　

医
療
保
険
法
が
適
用
さ
れ
る
治

　

療
に
つ
い
て
は
３
万
円
ま
で
。

　

そ
の
ほ
か

　

に
つ
い
て

　

は
10
万
円

　

ま
で
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
こ
ゆ

　

り
こ
ど
も
園
内
）

　

☎
45
―
４
３
３
２

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
課
税
台
帳

に
基
づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
は
家

屋
滅
失
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
提
出
し
な
い
と
、

建
物
が
な
く
な
っ
て
も
税
金
が
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
下
記
に
該
当
す
る
場
合

も
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
土
地
や
建
物
の
所
有
者
を
変
更

　

し
た
場
合

建
物
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
届
出
が

必

要

で

す

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた世帯に対する減免
　　新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者の事業収入等に相当の減少がある世帯に属する

　国保加入者の人は、申請により国保税の減免を受けられる場合があります。

　◆対象世帯
　　主たる生計維持者の事業収入等（不動産収入、事業収入、給与収入および山林収入）の減収が見込まれ、

　次の要件の全てに該当する世帯

　　◎主たる生計維持者の事業収入等のいずれかの額が、前年の当該事業収入等の額よりも３割以上減少

　　　していること

　　◎主たる生計維持者の前年の合計所得金額が 1000 万円以下であること

　　◎主たる生計維持者の減少することが見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得の合計金額

　　　が 400 万円以下であること

　◆減免の内容
　　国保税の全額または一部を減額

　◆申請期限
　　令和３年３月 31日（水）まで

非自発的失業者（倒産や解雇、雇い止めなどによる離職）に対する軽減
　　倒産や解雇などやむを得ない理由で離職された人は、申請により国保税が軽減される場合があります。

　◆対象者
　　◎離職日の時点で 65歳未満の人

　　◎雇用保険の失業等給付を受ける人で、「雇用保険受給資格者証」の離職理由コードが、11、12、

　　　21、22、23、31、32、33、34のいずれかに該当する人

　◆軽減の内容
　　国保税は前年度所得などを基に算定されますが、軽減に該当した場合は、離職者の前年度給与所得

　を３割に減額した額と見なして算定します。

　◆軽減期間
　　離職した翌日から翌年度末まで

　◆申請に必要なもの
　　雇用保険受給資格者証、印鑑

〈申請・問い合わせ先〉
　町民税務課　税務係　☎４５－２２１２

　

令
和
２
年
度
に
町
が
実
施
す
る

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
日
程
は

10
月
25
日
（
日
）
で
す
。
今
年
度

の
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
飼

い
犬
は
、
こ
の
機
会
に
注
射
を
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
の
登
録
を
済
ま
せ
て

い
る
飼
い
主
の

皆
さ
ん
へ
は
個

別
に
通
知
を
し

ま
す
。 10

月
25
日
（
日
）
に

狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
を
実
施
し
ま
す

　

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
場

合
、
速
や
か
に
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
犬
の
死
亡
や
飼
い

主
の
所
在
地
が
移
動
（
転
入
な

ど
）
し
た
場
合
も
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
手
続
き
は
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

◎
土
地
や
建
物
の
所
有
者
の
住
所

　

が
変
わ
っ
た
場
合

※
な
お
、
法
務
局
に
て
相
続
登
記

　

や
所
有
者
事
項
の
変
更
登
記
な

　

ど
登
記
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

　

届
出
は
不
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

令
和
２
年
度
創
業
塾

を
開
催
し
ま
す

　

創
業
を
志
す
皆
さ
ん
を
中
心
に

経
営
手
法
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技

術
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術

な
ど
を
学
ぶ
場
と
し
て
、「
西
会

津
町
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
な
ど
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

商
工
観
光
課
窓
口
に
て
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

町ホームページ

※なお、介護保険制度（福祉介護課 ☎ 45-2214）や後期高齢者

医療制度（健康増進課 ☎ 45-4532）も同様の減免制度があり

ます。詳しくは各担当までお問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課　情報政策係　☎４５－４５３６
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里
親
入
門
講
座

の
お
知
ら
せ

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
里
親

に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
、
里
親

に
な
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

本
講
座
で
は
、
保
護
者
か
ら
離

れ
て
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
現
状

や
、
里
親
自
身
の
体
験
談
に
つ
い

て
講
義
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
に

は
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

令
和
２
年
10
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

◆
会
場

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
み
締
切

　

令
和
２
年
10
月
16
日
（
金
）

〈
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
県
会
津
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
４
２
―
23
―
１
４
０
０

ク
マ
の
誘
因
物

管
理
に
つ
い
て

　

今
年
は
昨
年
に
比
べ
、
ク
マ
の

目
撃
、
被
害
報
告
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ク
マ
の
エ
サ
と
な

る
米
ぬ
か
や
生
ゴ
ミ
な
ど
を
屋
外

に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
屋
内
に
保
管
す
る
米
ぬ
か
な

ど
を
狙
っ
て
、
屋
内
に
侵
入
す
る

事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

玄
関
、
窓
な
ど
の
戸
締
り
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

県
で
は
、
山
菜
・
野
生
キ
ノ
コ

の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
次
に
よ
り

町
内
で
検
体
の
探
索
お
よ
び
採
取

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
県
か
ら
委
託
を
受

け
た
業
者
が
山
に
入
り
、
山
菜
・

野
生
キ
ノ
コ
を
探
索
、
採
取
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
採
取
予
定
期
間

　

令
和
２
年
12
月
ま
で

◆
対
象
品
目

　

ウ
ラ
ベ
ニ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
、
ク

リ
タ
ケ
、
コ
ウ
タ
ケ
、
サ
ク
ラ
シ

メ
ジ
、
シ
ャ
カ
シ
メ
ジ
、
ス
ギ
エ

ダ
タ
ケ
、
ナ
ラ
タ
ケ
、
ヌ
メ
リ
イ

グ
チ
、
ハ
イ
イ
ロ
シ
メ
ジ
、
ホ
ウ

キ
タ
ケ
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
、
マ
ス
タ

ケ
、
マ
ツ
タ
ケ
、
ム
キ
タ
ケ
、
ム

ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
、
ム
レ
オ
オ
フ
ウ

セ
ン
タ
ケ

◆
採
取
量

　

町
内
全
域
か
ら
満
遍
な
く
採
取

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
１
検
体

農
林
水
産
物
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

を
実
施
し
ま
す

国
保
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
ま
た

は
脱
退
し
た
時
は
、「
14
日
以
内
」

に
国
保
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
同
世
帯
の

家
族
で
も
可
能
で
す
。

◆
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
税
が
請
求
さ
れ
続
け
た

り
、
一
度
に
納
め
る
税
額
が
高
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
の
資
格
喪
失
後
に
誤
っ

て
国
保
の
保
険
証
で
医
療
機
関
を

高
齢
者
の
歯
科
口
腔

健
診
実
施
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、

加
入
者
の
歯
科
健
康
保
持
、
疾
病

予
防
な
ど
の
た
め
、
次
に
よ
り
歯

科
口
腔
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
歯
の
健
康
は
、
口
腔
状
態

の
悪
化
に
よ
る
歯
周
病
や
、
か
む

力
の
低
下
に
よ
る
誤
え
ん
性
肺
炎

な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
大
変
重

要
で
す
。
実
施
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加

入
者
で
、
昭
和
19
年
４
月
２
日
〜

昭
和
20
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
前
年
度
中
に
75
歳
に
達

し
た
人
）

◆
健
診
項
目

　

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機

能
検
査

◆
健
診
費
用

無
料
（
１
回
限
り
）

◆
健
診
期
間

　

８
月
１
日
（
土
）

〜
11
月
30
日
（
月
）

◆
留
意
事
項

①
対
象
歯
科
医
院
で
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
対
象
者
に
７
月
下
旬

　

に
配
布
さ
れ
た
案
内
状
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

②
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
し

　

て
い
る
人
は
、
避
難
先
で
受
診

　

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
長
期
入
院
者
や
、
介
護
施
設
に

　

入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

　

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
４
―
５
２
８
―
９
０
２
４

　

町
健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

当
た
り
５
０
０
㌘
〜
１
０
０
０
㌘

程
度

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
農
林
事
務
所

　

森
林
林
業
部　

林
業
課

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
７
３
４

　

町
農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

受
診
し
た
場
合
は
、
国
保
が
負
担

し
た
医
療
費
を
返
還
す
る
必
要
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

自
慢
の
お
米
を
募
集

「
西
会
津
一
う
ま
い

米
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

町
で
は
、
西
会
津
産
米
の
お
い

し
さ
を
客
観
的
に
評
価
し
、
町
内

外
へ
の
情
報
発
信
を
通
し
町
産
米

の
知
名
度
向
上
と
販
売
強
化
に
つ

な
げ
る
た
め
、
今
年
も
標
記
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
手
塩
に

か
け
て
育
て
た
自
慢
の
米
を
ぜ
ひ

出
品
く
だ
さ
い
。

◆
部
門

◎
コ
シ
ヒ
カ
リ
部
門
＝
町
内
産
コ

　

シ
ヒ
カ
リ

◎
こ
だ
わ
り
の
品
種
部
門
＝
コ
シ

　

ヒ
カ
リ
以
外
の
町
内
産
米

◆
出
品
方
法

　

参
加
申
込
書
お
よ
び
出
品
す
る

玄
米
５
０
０
㌘
（
約
３
合
）
を
10

月
19
日
（
月
）
ま
で
に
提
出

◆
審
査
方
法

◎
一
次
審
査

　

食
味
計
で
測
定
し
、
上
位
５
点

が
二
次
審
査
へ
進
み
ま
す
。
５
点

に
選
ば
れ
た
場
合
、
同
じ
ほ
場
の

玄
米
５
㌔
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
品
種
部
門
は

最
上
位
に
選
ば
れ
た
米
を
奨
励
賞

と
し
二
次
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

◎
二
次
審
査

　

食
味
値
上
位
５
点
の
米
を
審
査

員
が
実
食
し
、
最
優
秀
賞
１
点
と

優
秀
賞
４
点
を
決
定
し
ま
す
。

〈
出
品
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

「
食
味
分
析
計
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
良
食
味
米
生
産
技
術

の
向
上
と
販
路
の
開
拓
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
た
め
、
米
の
食
味
分

析
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
測

定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
玄
米

５
０
０
㌘
を
農
林
振
興
課
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

秋
の
農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
農
作
業
を

行
う
際
は
、
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
事
故
は
農
業
機
械

を
使
用
す
る
際
の
安
全
意
識
の
欠

如
や
、
操
作
の
誤
り
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
と
り
あ
る
計
画
的
な
作
業
を

心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
ち

　

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
確
認
を
行
い
、
誤
操
作
を

　

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い

　

作
業
す
る

◎
機
械
の
点
検
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン

　

を
停
止
し
て
か
ら
行
う

◎
道
路
を
走
行
す
る
際
は
安
全
な

　

速
度
で
移
動
す
る

◎
ほ
場
へ
の
進
入
、
脱
出
時
、
畦

　

越
え
時
は
特
に
注
意
す
る

◎
一
人
で
の
作
業
は
避
け
、
複
数

　

人
で
作
業
す
る

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

地
球
温
暖
化
防
止

活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

福
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
等
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に

行
う
「
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
」
を
養
成
す
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心

の
あ
る
人

◆
日
時

　

令
和
２
年
10
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

◆
会
場

　

郡
山
市
中
央
公
民
館

◆
申
込
み
締
切

　

令
和
２
年
10
月
16
日
（
金
）

◆
受
講
料

　

無
料

◆
定
員

30
名
程
度

　
（
先
着
順
）

〈
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

　

推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
―
９
４
４
―
０
０
８
３

ご協力よろしく
お願いします！
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「集落支援だより」に関するお問い合わせは、町役場奥川支所まで（☎ 49-2001）「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だより

コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
づ
く
り

コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
づ
く
り

ラ
ジ
オ
体
操
を
推
進

ラ
ジ
オ
体
操
を
推
進

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
外
出
自
粛
な
ど
で
体

を
動
か
す
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
体
力
の
低
下
は
、
け
が
や
病

気
、心
の
状
態
な
ど
心
身
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。ラ
ジ
オ
体
操
は
、

短
時
間
で
手
軽
に
体
の
調
子
を
整
え
る
の
に
お
す
す
め
の
体
操
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果

　

ラ
ジ
オ
体
操
第
一
は
、
13
種
類

の
運
動
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
満

遍
な
く
全
身
の
筋
肉
や
関
節
、
骨

を
動
か
せ
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
を

継
続
す
る
と
、
柔
軟
性
や
筋
力
、

骨
密
度
、
呼
吸
機
能
の
向
上
、
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
循
環

器
疾
患
の
リ
ス
ク
低
下
な
ど
の
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
会
津
オ
リ
ジ
ナ
ル
！

ラ
ジ
オ
体
操
動
画
を

放
送
中
！

　

現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
西

会
津
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ジ
オ
体
操

動
画
を
午
前
８
時
25
分
か
ら
放
送

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
体
操

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
で
は
健
康
運
動
推
進

員
と
協
力
し

て
ラ
ジ
オ
体

操
の
普
及
に

取
り
組
ん
で

お
り
、
現
在

ラ
ジ
オ
体
操

動
画
の
第
２
弾
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
完
成
次
第
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
送
予
定
で
す
。

集
落
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影

　

皆
さ
ん
の
集
落
は
、
ど
ん
な
形

を
し
て
い
ま
す
か
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す

か
。

　

先
日
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

協
力
の
下
、
弥
生
・
弥
平
四
郎
・

荒
木
集
落
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
集

落
の
空
撮
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
が
指
定
し
て
い
る
支
援
が
必

要
な
重
点
集
落
は
、
高
齢
化
率
が

80
㌫
か
ら
１
０
０
㌫
と
、
と
て
も

高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
県
内
で
も
４
番
目
に
高
い

西
会
津
町
全
体
の
高
齢
化
率
47
・

７
㌫
を
大
き
く
上
回
る
値
で
す
。

こ
の
撮
影
は
、
そ
う
し
た
今
あ
る

集
落
の
様
子
を
記
録
映
像
と
し
て

残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡辺  渡辺  貴貴
たかひろたかひろ

洋洋 隊員　　　　隊員　　　　池田  池田  潤潤
じゅんじゅん
 隊員 隊員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
に
つ
い
て

　

集
落
支
援
担
当
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
、
奥
川
支
所
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

渡
辺
貴
洋（
わ
た
な
べ
・
た
か
ひ
ろ
）

◎
集
落
支
援
担
当
２
年
目

　

前
任
の
小
林
隊
員
の
後
を
引
き

継
ぎ
、
人
足
の
イ
ベ
ン
ト
確
立
や

大
学
と
の
交
流
事
業
の
拡
充
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
昨
年
の
よ
う
に
は
い
か
な
い

こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
町
役
場
や
集
落
支

援
員
、
池
田
隊
員
と
協
力
し
な
が

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
な

ど
、
今
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
先
月
号
で

紹
介
し
た
大
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
交
流
や
、
７
月
号
で
紹
介

し
た
弥
平
四
郎
集
落
で
の
ビ
デ
オ

通
話
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
取
り
組
み
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
抵
抗
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
学
生
の

地
域
調
査
な
ど
を
進
め
て
い
く
中

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の渡辺と池田です。

今月の集落支援だよりでは、集落の

空撮の様子と集落支援担当の地域お

こし協力隊の活動を紹介します。

す
。

　

集
落
を
上
空
か
ら
見
る
機
会
が

な
か
っ
た
た
め
、
集
落
の
空
撮
は

新
鮮
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
各
集
落
に
点
在
す
る
空
き
家

な
ど
に
つ
い
て
は
、
上
空
か
ら
は

見
て
と
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
集
落

に
足
を
運
ば
な
く
て
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

気
付
き
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ラジオ体操講習会を開催します！

日時　10月25日（日）
　　　　　①午前９時 ～ 10時15分

　　　　　②午前10時45分 ～ 正午

　　　　　③午後２時 ～ ３時15分

　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

　　　　　　３回に分けて開催します。

会場　さゆり公園体育館

定員　各50名（先着順）

申込期間　10月５日（月） ～ 16日（金）
　　　　　　　　※健康増進課まで電話で申込みください。 で

、
集
落
の
皆
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
を
面
白
が
る
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。

池
田
潤
（
い
け
だ
・
じ
ゅ
ん
）

◎
集
落
支
援
担
当
１
年
目

　

地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
や
、

地
域
活
性
化
の
範
囲
を
西
会
津
全

体
に
広
げ
て
い
く
事
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
だ
具
体
的
な
活
動
は
決

め
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
事
が

西
会
津
に
対
し
て
役
立
つ
の
か

を
、
現
在
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
今
は
西
会
津
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
、
同
じ
会
津
地
域

の
他
市
町
村
と
の
違
い
な
ど
に
関

し
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
協
力
隊
で
、
出
ヶ

原
和
紙
分
野
で
活
動
中
の
滝
澤
隊

員
や
、
教
育
関
係
で
の
地
域
お
こ

し
を
模
索
し
て
い
る
長
谷
川
隊
員

と
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
そ
う
い
っ
た
事
に
も
目
を
向
け

な
が
ら
、
西
会
津
の
地
域
づ
く
り

に
関
し
て
活
動
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　ラジオ体操は、体力向上と健康の保持や増進を目的とした、誰にでもできる運動です。

　今回は新型コロナウイルス感染拡大予防対策を行った上で開催します。入場無料ですので、

この機会に正しいラジオ体操を学んでみませんか。なお、参加するには事前に申込みが必要です。

〈申込み・問い合わせ先〉

　健康増進課  健康支援係
 ☎４５―４５３２

　※ 本事業は、一般財団法人簡易保険加入者協会
の支援事業により講師が派遣されます。

◎会場内の人数を制限し密集を防止します。

◎参加者は事前に申込みが必要です。

◎当日の体調確認と検温、アルコール手

　指消毒等を実施します。

◎マスクを持参し、講習中以外は着用を

　お願いします。

◎会場は窓を開け換気を行います。

◎今後の感染状況を踏まえ、講習を中止

　する場合があります。

ＮＨＫテレビ
ラジオ体操指導者

多
た

胡
ご

肇
はじめ

先生

ＮＨＫテレビ
ラジオ体操アシスタント

戸
と

塚
つか

  寛
ひろ

子
こ

 先生

感染拡大防止対策ガイドライン

に基づき開催します

弥生集落弥生集落

荒木集落荒木集落 弥平四郎集落弥平四郎集落
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『心揺るがす
　　　　講演を読む』
[ 水谷 もりひと  著 ]
 宮崎中央新聞

『バカの研究』
[ ジャン＝フランソワ・マルミオン  編 ]
 亜紀書房

『少年と犬』
[ 馳 星周  著 ]
文藝春秋

『一人称単数』
[ 村上 春樹  著 ]

文藝春秋

『不調と美容のからだ地図』
[ 市野 さおり  著 ]

日経ＢＰ

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　著者は、「日本講演新
聞」の編集長です。「日
本講演新聞」は、講演
会を取材し、その中身
を編集して活字にして
います。
　講演は聞くものであ

ると同時に、読みものとしても、十分に読み手を満足
させるものです。
　1500本ある講演記事の中からノーベル生理学・医学
賞を受賞した山中伸弥さん、将棋棋士・羽生善治さんら、
皆さんの心を揺るがす講演１０本が選ばれています。
　その生き方、その教えをこの本から学びましょう。

　今月は、フォトク

ラブどんぐり・山形

孝一さん（徳沢）の

作品です。

町民ギャラリー　フォトクラブどんぐり町民ギャラリー　フォトクラブどんぐり

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

作品名
　　 『 ＳＬ 』

作品紹介

　「ＳＬばんえつ物語」

がＪＲ徳沢駅に進入した

ときの風景を撮影しまし

た。撮影場所は自宅から

も近く、馴れ親しんだ思

い出深い一枚となってい

ます。

　

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
後
期
日
程

が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
予
防
対
策
の
た
め
、
前
期
日

程
で
実
施
を
見
送
っ
て
い
た
教
室
も
、
後

期
日
程
か
ら
一
部
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
に
は
新
た
に
「
ピ
ラ
テ
ィ

ス
」
を
加
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

す
。
無
理
な
く
楽
し
く
一
緒
に
運
動
し
ま

し
ょ
う
! !

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
っ
て
な
に
？

　

背
骨
や
骨
盤
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
、
運
動
が
苦
手
な
人
で
も
無
理
な
く
安

全
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴

で
す
。

◆
後
期
の
期
間

　

令
和
２
年
10
月
か
ら
令
和
３
年
３
月

◆
料
金

　

３
０
０
０
円
（
保
険
代
別
途
）

※
前
期
保
険
代（
一
年
間
有
効
）を
支
払
っ

　

た
場
合
、
後
期
保
険
代
は
か
か
り
ま
せ

　

ん
。

※
「
ヨ
ガ
」
は
参
加
費
９
０
０
円
が
別
途

　

か
か
り
ま
す
。

〈
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
公
民
館　

☎
45
―
２
７
１
９

教室名 開催日程（月ごと） 開催時間 開催場所

 ピラティス
 ４回

 毎週火曜日
 午後７時から８時  野沢町内

 レクリエーションダンス
 ２回

 第１・３金曜日

 午後１時 30 分から

　　　　　  ２時 30 分
 町公民館

 ヨガ
 10 ～ 12 月は２回

 第１・３水曜日
 午後７時から８時  町公民館

 椅子ヨガ  ４回（変更あり）
 午前 10 時から 11 時

 午後２時から３時
 町公民館

 水中ウォーキング
 ２回

 第１・３木曜日
 午後６時から  さゆり公園プール

 吹矢
 ２回

 第２・４水曜日
 午後１時 30 分から  町公民館

※全ての予定表は、申込み時にお渡しします。

「
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

令
和
２
年
度
後
期
日
程
ス
タ
ー
ト
! !
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※掲載した写真は、
　全て昨年撮影した
　ものです。

　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、各地区ごとに開催していた敬老会も中

止となりました。来年こそは、皆さんの素敵

な笑顔に再会できることを願うばかりです。

～ 昨年開催された敬老会より ～～ 昨年開催された敬老会より ～
◆私の夢――

　  　僕の将来なりたい職業はまだ決まっていま

せんが、自分からはっきりと発言する大人に

なりたいです。

　  　理由は、授業で発言する時に周りの人たち

が発言するのを待ってしまう時があるからで

す。これは将来必要なことだと思うので、こ

れからも自分から発言するように心掛けたい

です。

◆努力していること――

  　僕は今、駅伝部の朝練を頑張っています。

１回でも休んでしまうと、体力が落ちて良い

タイムが出なくなってしまうので、毎日休ま

ずに仲間と楽しく走っています。

◆未来の自分に一言――

  　自分が楽しいと思える仕事に就いています

か？何か悩み事はあります？

　  　もし悩んでいる事があったら、親や周りの

信頼している仕事仲間の人たちに相談してく

ださい。あと、無理はせずに頑張れ！

［ 西会津中３年・特設陸上部 部長  ］

岩原  遥
はる

音
と

さん

聞いて！わたしの夢
■ まちの人口

　　　　 　９月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，０５１人　　 （－　９人）

男 　 　２，９２６人　　 （±　０人）

女 　 　３，１２５人　　 （－　９人）

世　帯　 　２，５８１世帯　　 （－　８世帯）

■お悔やみ申し上げます

橋谷田　義一（81）　 淳 父 　２町内

佐藤　キヨ　（100）　利昭　 母 　芝草

大竹　和夫　（67）　康子 夫 　原

永井　利吉　（94）　裕輝 祖父　新町

矢部　常雄　（90）　稔樹 父 　中ノ沢

戸籍の窓口   
（８月受付分）

　ペトロマックスHK500 ランタン

　明るくレトロな感じが気にいって

います。じゃじゃ馬で炎上したり、

メンテナンスが大変ですが、そこも

含めて楽しいです。

またキャンプやりま

しょう！！

◆趣味は？

　キャンプ

◆熱中していることは？

　無料キャンプ場巡り

◆自分を一言で表現すると？

　マイペース

◆あなたのモットーは？

　陰徳陽報

池
いけ

田
だ

潤
じゅん

隊員

品
しな

川
がわ

  貴
たか

斗
と
 さん［上野尻］ 

植木大翔 さん（９月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆最近感動したことは？

　天神浜で見た猪苗代湖の夕日

◆これからやってみたいことは？

　ブッシュクラフト

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｍさん

　３年間の社会人生活の後、
青年海外協力隊でパキスタン
にて活動。帰国後、大学・大
学院への進学を経て、隠

お

岐
き

の
島や中山間地域の地域振興に
係る職務などに従事。

ご
縁
の
国
出
雲
か
ら
参
り
ま
し
た

　

こ
ん
に
ち
は
。
池
田
潤
と
申
し
ま
す
。

　

５
月
の
あ
る
日
、
初
め
て
西
会
津
に
（
と
言
う
よ
り
も
初
め

て
福
島
県
に
）
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
島
根
県
の
出
雲
地
方
の

出
身
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
主
に
、
島
根
の
中
山
間
地
域
（
西
会
津
の
よ
う
な

地
域
で
す
）
に
て
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域
づ
く
り

や
、
地
区
計
画
策
定
の
お
手
伝
い
を
、
伴
走
者
と
し
て
務
め
て

参
り
ま
し
た
。
西
会
津
で
も
、
地
域
活
性
化
の
お
役
に
立
つ
事

が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
に
来
た
理
由
は
実
は
全
く
の
偶
然
で
、「
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
せ
そ
う
」
と
い
う
だ
け
の
理
由
だ
っ
た
の
で
す

が
、
西
会
津
は
な
ん
だ
か
故
郷
の
出
雲
地
方
と
似
て
い
る
部
分

が
あ
り
、
こ
ち
ら
で
も
の
ん
び
り
と
し
た
暮
ら
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
会
津
に
来
て
か
ら
、
地
元
で
採

れ
た
野
菜
が
美
味
し
く
て
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　機織り滝　機織り滝

機織り滝機織り滝

青坂青坂

大畑大畑

国道 49号国道 49 号

不動川不動川

至至    

会
津
坂
下

会
津
坂
下

至至    
野
沢
野
沢

滝沢川滝沢川

　青坂地区より北東の方１km程のところに滝沢川があり

ます。水の流れる様子が機織りの縦糸を長く並べたように

見えるところから、「機織り滝」の名が付けられたとされ

ています。

　その昔、この滝から不動川（切
き

り石
いし

川）を渡ると大畑地

区がありました。時折、大畑の上
かみ

の女
にょう

房
ぼう

沢
ざわ

の奥から夕暮れ

になると１人の化
け

生
しょう

（バケモノ）の女房が現れ、「はたおり」

を始めるのを見かけることがありました（「女房沢」は今

では正式な字名となっています）。

　機織り滝の長さはおよそ 10 ｍで、平たい滑
なめ

らかな岩盤

は緑色に帯びた青色で、奇麗な色に輝いています。この辺

一帯の代表的な石が「甲
かぶといし

石」で、地元（特に縄沢）では「若

草石」として切り出し、出荷して生計を立てていました。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その42その42

機
はた

織
お

り滝

広報にしあいづ №744 令和２年10月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：折笠  匡
ただす

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
特
集
で
も
取
り
上
げ

た
「
会
津
地
方
防
災
訓
練
並
び
に

西
会
津
町
総
合
防
災
訓
練
」
よ

り
。
通
常
と
は
違
っ
た
コ
ロ
ナ
禍

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
と
な
り
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
防
災
対
策
が

必
要
と
な
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

（
２
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

８
月
末
、
町
民
の
方
か
ら
「
あ

そ
こ
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
や
っ

て
い
た
。
西
会
津
一
早
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
？
」
と
連
絡
を
い
た
だ

き
、
写
真
を
撮
ろ
う
と
カ
メ
ラ
を

片
手
に
早
速
現
地
へ
。
し
か
し
、

到
着
し
た
時
に
は
す
で
に
刈
り
終

わ
っ
た
後
で
し
た
。
残
念
…
。

　

広
報
を
作
成
し
て
い
る
と
ど
う

し
て
も
ス
ペ
ー
ス
が
余
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

ス
ペ
ー
ス
に
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題

や
写
真
な
ど
も
載
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
も
し
オ
ス
ス

メ
の
話
題
や
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
あ

れ
ば
、
企
画
情
報
課
の
秦
ま
で
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

　さて、機織り滝の周辺は草

だらけでしたが、刈り払いを

して何とか見られるようにな

りました。今でも面影が残っ

ているので行ってみるとよい

でしょう。夕暮れ時、暗くなっ

てから行くと、はたおりをし

ている化生の女房に遭遇し

て、涼しい気分になってしま

うかも・・・。
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